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2009年から 2013年までの景観の心理的評価に関する英語論文のレビュー
A review of English papers on psychological evaluation of landscape from 2009 to 2013
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本論文では、2009年から 2013年までの Landscape and Urban Planning, Landscape Research, J. of Environmental Psychol-
ogy, Environment and Behavior, J. of Environmental Managementや他の科学雑誌での、心理テストの観点から景観評価に
関する興味深い研究をレビューする。 2005年まで、私はレビュー記事 (Aoki, 1999、Aoki, 2006、Aoki, 2007)に景観評価
の様々な研究を報告した。最近の 5年間に、最後に報告をした十年に比べて、より多くの研究が発表された。よって、私
は先の論文に従い、(1)景観現象の明確化、(2)回答者の属性、(3)景観評価項目、(4)風景収集や提示方法、及び (5)心理
的反応の説明モデルと物理計画内での提案について報告する。

(1)風景現象の明確化 (表 1 )
風景評価の最初の説明は、J. Appleton(1975)によって提案された。人間の大脳における複雑な反応系の詳細なメカニズ

ムは、まだ説明されていない (Thiel, 1996)。この困難な状況は、人間に与えられた高度な脳のシステムであることが議論
された (Bourassa, 1991)。我々はすでに、脳内の活動を測定するツールを得たが、景観現象の解明と、景観評価の原因の
解明にはまだ時間がかかる (青木 2008 )。
最近 5年間で、小児期および青年期のアットホームな雰囲気について (Adeviと Grahn 2012)が検討した。
(2)回答者の属性 (表 2, 3)
属性には二種類あり、人類を表わすものと個性を表わすものがある。
前者では、山岳部族のシェルパ (Beza, 2010)やナイジェリアの子供たち (Falkと Balling 2010)が調査された。
後者では、観光客が増加し、親族関係の影響が新たに (Howleyら 2012)調査された。
インターネットを介して回答の意味づけは検討中である。
(3)景観評価 (表 4 )
好みは、近年は多く使用されている。支払い金額は、この分野で普及するようになった。 SD法はまだ評価に用られて

いる。
他の評価では、例えば、自宅気分 (Adeviと Grahn 2012)、親しみ (Dobbe, 2013)と、撮影場所の分布 (杉本 2013)が用

いられた。
(4)風景サンプリングと提示法 (表 5, 6 )
新しい風景として、運輸軌道 (Bernasconiら 2009)、火災後の変化 (Islas and Vergara 2012)、エベレスト山 (Beza, 2010)、

季節の変化 (Erogluら 2012)が調べられた。
提示方法では、現場訪問が増え、携帯電話の改良により GPS(杉本 2013)利用が人気となった。
(5)評価説明モデルと計画提案 (表 7, 8)
評価説明モデルでは、生物多様性 (Jungelsら 2013)や、川の水量について (Pfluegerら 2010)が試みられた。
計画提案では、地図提示 (Ribeiroら 2013、Schirpkeら 2013)が提供された。
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イメージスケッチを用いたフィジーの風景イメージの民族比較
Comparison of Races in Terms of Images of Landscapes in Fiji Using Image Sketches

小菅貴史 1∗ ;古谷勝則 1 ; Verma Mukesh2

KOSUGE, Takashi1∗ ; FURUYA, Katsunori1 ; VERMA, Mukesh2

1 千葉大学大学院園芸学研究科, 2 フィジー国立大学社会科学部
1Graduate School of Horticulture, Chiba University,2Hard, Social Sciences, Fiji National

はじめに
南太平洋の島国にあるフィジー共和国は農業と観光が主要な産業である。住民はフィジー系が 51%、インド系移民が

44%である。本研究では、フィジー系とインド系の住民を対象に、両民族の森林に対するイメージの違いを、スケッチ
調査から明らかにすることを目的とした。

研究方法
調査は、2013年 8月から 12月にかけてフィジー共和国に滞在し、スケッチ調査を住民に対して実施した。調査は面

接方式で，158名から回答を得た。調査では、森林をキーワード、文章、スケッチで描写してもらった。１）まず、フィ
ジーの「森林」について心に浮かぶままの自由な考えを連想していくつかのキーワードを記入してもらった。２）次に
100語程度の文章で、「森林」のイメージについて説明してもらった。３）さらに、「森林」のイメージについて簡単なス
ケッチを描いてもらった。分析では、森林のイメージを概観するため、スケッチに描かれた構成要素を数えた。さらに
回答者と描いているスケッチの空間構造を、距離から近景・中景・遠景の３つと、高い位置からの眺めである俯瞰景の
合計４種類に分類した。民族別の分析には、マン・ホイットニーの U検定を使用した。

研究結果と考察
回答者の最終学歴では，小～中が 31名、中～高校 55名、専門 21名、大学 37名であった。回答者の居住地の都市化

の程度では，都市部が 89名，郊外が 69名であった。
全体 158名のスケッチから 1504個の構成要素が抽出された、１枚のスケッチ当たり平均 9.5個であった。民族別には、

フィジー系 9.09個、インド系 10.44個であった。これら 1504個の構成要素は、73種類に分類できた。158名のスケッチ
別に構成要素の出現割合を求めた。多い順に、山（82%）、木（69%）、太陽（63%）、ヤシの木（58%）、家（51%）、海
（47%）、川（44%）、森（42%）、鳥（35%）、村（34%）、雲（32%）であった。森林を描いてもらったが、スケッチには
山、木、太陽などの自然要素が多く描かれた。また、身近なヤシの木、家、海なども描かれていた。フィジーの住民のス
ケッチには、山を中心に描きながら熱帯地域に広がるヤシの木などを含んでいた。さらには自然風景の中には、家や村
などを同時に描かれることもあり、自然が身近な暮らしの中に密接に結びついていることが考えられる。空間構造では、
遠景（59％）、俯瞰景（18％）、近景（13％）、中景（8％）であった。
スケッチに描いた 1504個の構成要素を大きく 6つに分類し、総数 1504個に対する割合を示す。自然 631個（42%）、

人工物 266個（18%）、天候 206個（14%）、植物 183個（12%）、乗物 33個（2%）、生き物 171個（11%）であった。天
候とは太陽、雲、雷、星などで表現されていた。
民族別の回答割合をみると、自然ではフィジー系 76％、インド系 54％であり、有意な差がみられた（p<.05）。農村

ではフィジー系 24％、インド系 44％であり、有意な差がみられた（p<.05）。フィジー系は森林を自然の中に捉え、イ
ンド系は森林を自然だけでなく農村にもとらえている可能性がある。自然では、山や河川、森林などから構成された景
観であり、農村は家や農場などの人工物が主体となって描かれている景観であった。

73種類で個別に差の検定を行ったが、6種類のみに有意差がみられた。民族別の回答割合をみると、ヤシの木（50％、
74％）、表情の入った太陽（19％、34％）、草地（34％、12％）、サトウキビ（7％、20％）、平原（フィジー系 1％、イ
ンド系 10％）ホテル（0％、8％）であった。スケッチの描写を分析すると、フィジー系は自然に関するもの、インド系
は植物など描写に関してフィジー系よりも細かな描写がみられた。
空間構造については、遠景ではフィジー系が 55％、インド系 68％とともに遠景として描写される風景が多かった。遠

景のスケッチは、遠くに山並みが連なり、山から滝や河が流れ、海へと繋がっている。さらにその周辺には木々や熱帯
特有のヤシの木や家や村など人工物が描かれていた。空間構造を民族別にみると、近景でフィジー系 19％、インド系 2
％であり、有意な差がみられた（p<.05）。

おわりに
フィジー系とインド系の住民を対象に、両民族の森林に対するイメージの違いを、スケッチ調査から明らかにするこ

とができた。
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ニュージーランド滞在経験者と未経験者の日本人による自然風景評価の比較
A Comparative Study on Landscape Cognition Between Japanese who have been in New
Zealand(NZ) and who have not been to NZ

堀内佳菜 1∗ ;古谷勝則 1

HORIUCHI, Kana1∗ ; FURUYA, Katsunori1

1 千葉大学大学院園芸学研究科
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はじめに
ニュージーランドは日本の国土とほぼ同等の島国であり、また気候も亜熱帯・温帯と共通する点がある。また移民国

家である NZには多くの日本人が移住、長期滞在をしているが、日本からの距離が遠いためか、NZについて詳細を知る
日本人は少ない。そこで本研究では、ニュージーランド滞在経験を持つ日本人と経験を持たない日本人を対象に、自然
風景の認識の違いを明らかにすることを目的とした。

研究方法
両国の自然風景を海岸・滝・河川・森林・湿地・山・湖に分類し、各カテゴリーの風景写真を日本 35枚、NZ 34枚、合

計 69収集した。次に、これらの写真を対象に、それぞれの国らしさを示していると感じる写真を各国 3枚ずつ選定して
もらった。回答者は、ニュージーランド（NZ）滞在経験のある日本人グループ（NJG）25名、ＮＺ滞在経験のない日本
人グループ（JPG）42名、ニュージーランド人グループ（NZG）12名であった。そして、両国の自然風景のイメージ・
キーワードを各国３つずつ書き出してもらった。

研究結果
まず、日本らしい風景として、全てのグループで最も選ばれたものは、富士山の写真であった。選出された上位２種類

の写真はいずれも富士山であった。最も多く選ばれたものは、芦ノ湖と神社の鳥居が共に写った富士山の写真であった
（NJG 76.0%、JPG74.0%、NZG50.0%）。3番目では各グループで結果が異なった。NJGは富士山と樹海の写真 (32.0%)、
JPGは沢の写真 (28.7%)、NZＧは滝を背景にした紅葉の写真（16.7%）と、残雪が地面に残る森の写真（16.7%）であっ
た。JPGで選ばれた沢の写真は、実際は NZで撮影されたものであり、日本の風景として認識されていた。

NZらしい風景では、日本の富士山の写真ほど集中的に選択されたものはなかった。最も多く選ばれた写真は全グルー
プ共通しており、岬と灯台の写真であった（NJG36.0%、JPG 40.5%、NZG16.7％）。二番目に多く選ばれた写真は、NJG
は、火山地帯にある湖と立ち上がる蒸気の写真（24.0%）であった。JPGでは、火山クレーターと固まったマグマの写真
（23.8％）及び、湖の写真（23.8％）であった。日本では見慣れない光景であることから、「NZらしい風景」として選ば
れたことが推測できる。NZGでは、選択された写真が分散しており、特徴を見いだせなかった。

各国の自然風景のイメージを表すキーワード (KLI) では、地形や植物を示す名詞、動物を示す名詞、色を表す名詞、印
象を示す形容詞、固有名詞などが回答された。NZの KLI では、NJGでは、森や丘、山などの単語の合計が 29.6%であっ
た。緑や、ダイナミック、広大などの単語がそれぞれ 22.2 %であった。広大でダイナミックな山や森が織りなす風景を
イメージしている可能性が高い。一方、JPGでは、広大 (35.0%)、牧草地・草原 (27.5 %)、空、野性味 (25.0%)であった。
同じく広大ではあるが、草原や牧草地をイメージしている可能性が高い。

NJGと JPGの自然風景の認識の違いを、写真選択と KLI から明らかにした。写真選択では、あまり違いは見られな
かった。しかし、JPGは、NZの写真を、日本らしい風景として選択していた。KLI では、JPGが広大な草原を、NJGは
広大な山や森が織りなす風景を記載していた。

キーワード: 日本,ニュージーランド,風景認識,風景
Keywords: Japan, New Zealand, Landscape Cognition, Landscape
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ダライ湖自然保護区における景観変遷と住民の意識分析
Analysis of Scenery Transition and Residents’ Opinion in Dalai Lake Nature Reserve
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1 千葉大学大学院園芸学研究科
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はじめに
　中国内モンゴルでは草原景観が減少している。農地の増加と草原の砂漠化が草原減少の原因と言われている。放牧

を生業としているモンゴル族にとって、草原の減少は深刻である。本研究では中国の代表的な草原であるフルンボイル
草原に位置するダライ湖自然保護区を対象地とした。自然保護区の住民の日常生活に基づいた景観要素を抽出し、自然
保護区の景観変遷を明らかにすることを目的とした。

研究方法
　ダライ湖自然保護区の草原で遊牧する住民対象に、2013年 12月末から 2014年 1月中旬に意識調査を実施した。意

識調査は面接方式で 409名の回答を得た。意識調査では，回答者の属性と、ダライ湖自然保護区の草原景観構成要素を
把握した。草原の景観構成要素としては、10年前、現在、そして将来像（たとえば 10年後）を調査した。景観構成要素
の調査では、文献調査から得られた 25個の景観構成要素から代表的な要素を複数回答で調査した。他に自由記述欄を設
けた。また、住民が期待する草原の管理方法についても回答を得た。統計手法としてカイ二乗検定を使用した。

結果
　文献調査から得たダライ湖自然保護区の景観要素には、湖、川、湿地、草原、野生動物、野生植物などといった自然

景観、モンゴルゲルなどの人文景観、また、経済の発展により、新たに発展してきた電気、鉱業、建築物などの景観要素
があった。
回答者の属性では自然保護区内の居住者が 236名であったので、有効回答者数を 236名とした。回答者の平均年齢は

41.1歳で、民族では、モンゴル族 170名（72％）、漢民族（23％）、エヴェンキ族（5％）であった。
　 10年前の代表的な景観構成要素として、有効回答者全員が選んだのは野生動物、野生植物、草原、川であり、99%が

選んだのは湖，砂地、家畜であった。鉄道、ゲルキャンプ、案内・広告看板、旅行施設、キャンプ車は 1%のみに選ばれた。
　現在の代表的な景観構成要素として、全員が選んだのは集落、鉄道、砂地、家畜であり、232名（98%）が選んだの

が道路、電線であった。次に、229名（97%）が鉱業地を選んだ。最も少ないのは野生動物の 54名、（23%）であった。
将来の代表的な景観構成要素として、全員が選んだのは野生植物、草原、家畜、川であり、233名（98%）が道路を選

んだ。次に、湖が 227名（97%）であった。選択者が少なかったのは、「鉱業地」（41名、17%）と「電線」（50名、21%）
であった。

10年前の景観構成要素と現在を比較すると、自然景観要素は 93％から 60％に減少していた。一方で、将来の自然景
観要素は 87％であった。住民が期待する草原の管理については、「現在の状態を維持する」（103名、44%）と「自然遷
移に任せる」（79名、34%）であった。次に、「管理を強化する」（51名、22%）が多かった。

おわりに
　本研究では、自然保護区内住民の考えている景観を、１０年前、現在、将来（約１０年後）で明らかにした。また、

住民が期待する草原の管理方法についても明らかにした。

キーワード: ダライ湖自然保護区,景観変遷,住民,景観要素,意識,草原
Keywords: Dalai Lake Nature Reserve, Scenery Transition, Resident, Scenery factors, Opinion, Grasslands
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フィジー共和国における自然風景評価の民族比較研究
Research on Comparison of Races in Terms of Evaluation of Natural Landscapes in the
Republic of Fiji

小菅貴史 1∗ ;古谷勝則 1 ; Verma Mukesh2

KOSUGE, Takashi1∗ ; FURUYA, Katsunori1 ; VERMA, Mukesh2

1 千葉大学大学院園芸学研究科, 2 フィジー国立大学社会科学部
1Graduate School of Horticulture, Chiba University,2Hard, Social Sciences, Fiji National

はじめに
フィジー共和国は南太平洋の島国で、住民はフィジー系が 51%、インド系移民が 44%である。本研究では、フィジー

系とインド系の住民を対象に、両民族の風景理解の違いを明らかにすることを目的とした。

研究方法
１）まず日本とフィジーの両国の自然風景の写真を収集した。次に、「滝」「森林」「海岸」「河川」「田畑」「湿地」「山

岳」「湖」の景観をフィジー 33枚、日本 39枚、合計 72枚の写真を選び出した。２）これら写真を対象に一般人 141名
に、写真をグループに分けてもらい、それぞれのグループに名称をつけた。３）さらに、同じ被験者が、写真を好まし
さ（５段階）と異国情緒（３段階）で評価した。４）、また、フィジーらしさを示す写真を 3枚選択させることによって、
その国らしい自然風景を抽出した。調査は、2013年 8月から 12月にかけフィジー共和国に滞在し、フィジーに住む住
民に対して実施した。調査は面接方式で，141名から回答を得た。写真グループの分析には、クラスター分析（ウォード
法、平方ユークリッド距離）を用いた。民族間の比較には、マン・ホイットニーの U検定を使用した。

研究結果と考察
回答者の性別は、男性 54名、女性 87名であった。回答者の年齢は 10代が 34名，20代が 57名，30代が 24名，40代

が 12名，50代が 5名，60代以上が 9名であった。回答者の職業では，学生が 57名，それ以外が 84名であった。回答者
の民族では，フィジー系が 87名，インド系が 52名であった。海外旅行の経験がある回答者は 28名（20％）であった。
写真の分類では、「湿地」の写真で民族間に違いが見られた。フィジー系は「湿地」と「森林」を別々のグループに分

類した。また、フィジー系では「湿地」が「河川」に含まれていた。一方、インド系では「湿地」が「森林」に含まれる
場合と「河川」に含まれる場合があった。
次に「湖」の分類についてみた。フィジー系もインド系も、「湖」を「海岸」と一緒にして分類していた。フィジーで

は、陸域に占める水面積率が極僅かであり、「湖」という認識がない可能性がある。「海岸」については両民族ともに周辺
には岩場や木々が少ない砂浜景観と岩礁が広がる岩礁海岸の 2グループに分類されていた。
好ましさの分析では、6枚の写真で有意差が見られた。6枚のうち 5枚がフィジーの風景写真であり、1枚が日本の風景

写真であった。異国情緒の評価では、4枚の写真が有意差を示した。この 4枚のうち、3枚がフィジーの風景写真であり、
1枚が日本の風景写真であった。フィジーの風景写真の好ましさでは、フィジー系の方がインド系より 4.06高い値を示
した。フィジーらしさを示す写真の選択では、フィジー系とインド系でばらつきが見られた。フィジー人は、田畑 21%、
山岳 17%、海岸 17%を選択した。インド人は、海岸 44%、川 14%、湿地 12%を選択した。フィジー系は、フィジーで主
食とされるタロイモ畑や集落等に広がる山岳景観を選択し、フィジーの伝統的な風景を選択した可能性が考えられる。一
方、インド系が海岸景観を選択したことから、フィジーに点在するリゾート地を思い浮かべている可能性が考えられる。
フィジー系の好ましさでは「滝（4.43）」「湖（4.41）」「河川（4.14）」「海岸（4.09）」であり、インド系が「滝（4.41）」

「湖（4.33）」「海岸（4.08）」「河川（4.02）」であった。両民族とも水辺に関連する写真を好ましく感じていた。特に「海
岸」の写真については、フィジーの見慣れた風景として捉えている可能性がある。「滝」や「湖」は、日本の写真が多く、
見慣れた風景ではなく、異国の風景（日本の写真）として捉えている。一方、「湿地」については、他の水辺に関連する
写真とは異なり、好感度は低くなっていた。

おわりに
フィジー系とインド系は、好ましさについては、有意差の見られた６枚の写真を除いて大きな差は見られなかった。し

かし、フィジーらしい写真では、フィジー系の伝統的な風景と、インド系の海岸風景に違いがみられた。

キーワード: 風景評価,フィジー共和国,フィジー系,インド系,比較
Keywords: Landscape evaluation, Republic of Fiji, Fijians, Indians, Comparison
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立ち入り制限のある空間における自然の享受：眺望による仮想的なふれあいイメー
ジ
Study on natural amenities in off-limits area: imagination of virtual activities received
from landscape

水上象吾 1∗

MIZUKAMI, Shogo1∗

1 佛教大学社会学部公共政策学科
1Department of Public Policy, School of Sociology, Bukkyo University

はじめに
　都市は、緑、水、生物相等の自然要素が確保される空間が少ない。それゆえか都市においては、自然要素が環境評

価を高める存在となる。
　しかし、人間の存在は、野生生物の生息に対して干渉することも多く、自然の回復や創出に対する妨げとなる。都市

という限られた空間内に自然を確保し、なおかつ人々の利用を制限した公の空間を計画することは困難なことから、実
際には、自然度の高い環境が存在する空間は、人の立ち入り制限のある非公式の緑地であることも多い。
例えば、都市域の雨水専用調整池は、コンクリート面で囲まれ、金網フェンスで仕切られた人の立ち入りがない空間で

あるが、そこに植生が侵入し多種の生物が回復している事例も観察される。つまり、人工的基盤として設置された空間
の一例であり、自然の確保が計画された環境ではないものの、飼い慣らされていない自然が創出した非公式の緑地とみ
ることができる。この空間は立ち入り禁止であるが、透視性のフェンスで囲まれるなど見通しが確保される場合、周囲
の場との高低差によっては内部空間を外側から眺めることができる。したがって、空間内部に創出した自然を「眺める」
という行為によって、人々は自然を享受することが可能となる一方で、「触れる」という知覚の点では享受が不可能と言
える。人と自然との関係では干渉が生じるため、都市において人々が自然を享受するためのひとつの方策として、眺望
のみを許可した利用制限が必要と考えられる。
　それでは、人々は、飼い慣らされていない自然度の高い環境を眺望により享受することに関して、どのような印象

を持ち得るだろうか。
　本研究では、雨水専用調整池を事例として、空間内に繁茂した緑の状態に対する周辺住民の印象を調べ、飼い慣ら

されていない自然の存在する環境が、景観として美的価値を獲得するかを検討する。
　また、環境が知覚者に提供する行動の予見性（アフォーダンス）について、河川の「飛び石」と呼ばれる河床に配

置された親水機能を持つコンクリートブロックの存在を事例に、水辺との仮想的な触れ合いについて検討する。これは、
見るという行為より環境内に入り込むイメージが想起されることが、立ち入りが制限される空間において自然享受を促
す可能性につながるかを検討するためである。
　以上より、立ち入りが制限された非公式の緑地において、眺望により自然を享受し得る可能性を考察する。

研究方法
アンケート調査➀：
　都市域の非公式の緑地として、東京都郊外における雨水専用調整池 108箇所を対象とした。形状、大きさ、立地場

所や周辺環境等を踏まえ、眺望空間や景観美の対象となり得る可能性を検討する。また、調整池 3箇所の周辺の居住者
を対象に、調整池の環境や景観に関する意識調査を行った。アンケートの回答者 88名の集計結果より、各項目間の関係
を相関分析により検討する。
アンケート調査➁：
　京都市の中心市街地を流れる鴨川において、河床に配置された飛び石を対象とし、水辺との触れ合いを誘発させる

親水象徴について検討した。大学生 175名を対象としたアンケート調査を行い、飛び石から受ける印象や想像されるイ
メージについて自由記述を得た。回答のテキストデータを分解しその構造を数量的に解析するテキストマイニングによ
り分析した。

結果・考察
　雨水専用調整池は、凹型の形状が多く、オープンスペースとして眺望が確保されることから、緑などの確保される場

所では眺望景観の対象として評価が高まる可能性がある。また、人工的な構造物が基盤であることから、テクノスケー
プとしての景観評価を得る可能性があり、人工と自然の対比といったコントラストが美的評価をもたらす可能性が示唆
される。また、植生の遷移などうつろいの景観として美的価値を持ち得る可能性がある。ただし、周辺住民の意識調査
では、自然の持つ野性的な荒々しさと美意識とのかかわりが見られず、手入れがされていると感じられる緑ほど、美し
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さの評価を高める傾向が示された。
　また、河川に設置された飛び石に対するイメージより、行動の予見性を検討した結果、次のことが示された。飛び石

は、渡るという身体行動や水辺で遊ぶ行動のイメージを誘発し、水とのふれあいを想像するきかっけとなる。したがっ
て、環境の状態をアフォードする象徴の設置は、仮想的に環境にふれあうリアリティを高める装置として機能する。立
ち入り禁止の緑地等において、眺望を確保し自然とのふれあいを想起させる象徴の存在は、自然を享受できるという面
において景観評価を高める可能性がある。
　自然の享受は都市における主要な環境評価基準であり、自然要素と触れあう行動のイメージは身体という共通性を

持つため、自然とのふれあいの象徴に基づく景観評価は、文化や地域性による差異の少ない国際的な評価基準のひとつ
として機能し得ると期待される。

キーワード: 立ち入り制限,自然の享受,親水象徴,アフォーダンス
Keywords: off-limits area, amenity of nature, symbol of water-familiar, affordance
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海岸風景の印象評価の日露比較
The questionnaire was consisted with two main part, survey about figure of the coastal
mindscape and individual backgrou

松島肇 1∗

MATSUSHIMA, Hajime1∗

1 北海道大学大学院農学研究院
1Research Faculty of Agriculture, Hokkaido University

本研究では、海岸風景に抱くイメージの違いを日本とロシアの大学生を対象としたアンケート調査により比較し、そ
の要因について検討した。

調査は日本の大学生として札幌市内の大学生 73名、ロシアの大学生としてイルクーツク市の大学生 24名を対象に行
なった。更に、札幌市内の大学に留学しているロシア人学生 12名も対象とし、比較検討を行った。

調査項目は、イメージスケッチ法による海岸の心象風景の形象の構図・構成要素を把握する調査、ならびに心象風景
に影響を与えると考えられる個人背景に関する調査から構成された。

その結果、海岸のイメージとして想起する言葉として、日本人学生は砂浜、貝、波、といった景観構成要素を回答す
る傾向がみられたが、ロシア人学生では景観構成要素に加えて明るい、美しい、穏やかといった情景的な回答がみられ
た。また、描かれる構図タイプに違いはみられなかったが、構成要素については日本人学生に比べてロシア人学生が植
物を中心とした自然要素を描くことが特徴的であった。特に海岸護岸については、ロシア人学生は全くイメージしてい
なかった。また、日本に留学しているロシア人学生については、想起されるイメージが日本人学生の構図・構成要素と
非常に似ていた。

キーワード: 心象風景,海岸景観,形象,描画法,日本,ロシア
Keywords: mindsape, coastal landscape, figure, drawing method, Japan, Russia
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東京都江戸川区の水路を有する緑道における Landscape Appreciationについて
Landscape Appreciation on Green Passages with Waterway in Edogawa Ward, Tokyo

佐渡晋 1∗ ;古谷勝則 1

SADO, Susumu1∗ ; FURUYA, Katsunori1

1 千葉大学大学院園芸学研究科
1Graduate School of Horticulture, Chiba University

Introduction
Edogawa Ward equipped itself with the first water nature park in Japan in 1974, and sterilized purified water has been utilized

in this park. By 1996, water nature parks with natural water had been also established with considerations for ecosystem. The
focus of this study is inhabitation of living creatures and human usage in relation to differences between purified water and
natural water. The objective of this study was determined to clarify the following three points at two green passages in Edogawa
Ward: 1) impressions among the users, 2) behavior of users, and 3) inhabitation of living creatures. Comparing the aquatic life,
more variety of living creatures was identified in natural water, and fewer in purified water.

Study Methods
First, an opinion survey about impressions of green passages was conducted among the green passage users. A survey ques-

tionnaire was directly handed out to 288 users on the 24th and the 28th of July and the 4th of August, 2013. The following four
items were tested in this study: 1) if they like it, 2) if they feel good, 3) if the water is clean, and 4) if there are many living
creatures. Following this questionnaire, a behavioral study was executed in order to compare the results of the opinion survey
and the actual usage of green passages. This behavioral study was administered between 10:00 and 14:00 on the 25th and the
31st of July, 2013. The subjects of this research were fish, crustacean, reptiles (turtles), and amphibians (frogs). This research
was conducted between 9:00 and 17:00 on the 17th, the 18th, and the 31st of July, 2013. The research area of the green passage
was segmented into 27 sections.

Results
The impression survey concluded that over 98% of the users had favorable impressions of both green passages from the results

of two questions:if they like it andif they feel good. As for the questionif there are many living creatures, 74.5% responded
very manyor many in the green passage with many natural water streams. Although the difference is small, relatively smaller
figure of 65.6% respondedvery manyor many in the one with purified water streams.

The behavioral study result showed that the most popular usage among the eight categories wasplaying with waterwith over
25% of usage. The result was same with both green passages. Similar tendencies were detected with both passages with other
activities which followed the most popularplaying with water: resting, walking, andexercising, in order of popularity.

The inhabitation research confirmed 14 kinds of aquatic habitat on the green passage with natural water, and nine kinds on the
one with purified water. Among the confirmed aquatic habitat, reptiles and amphibians such as the Chinese three-keeled pond
turtles, Mississippi common sliders, and Japanese toads were observed on the green passage with natural water; however, they
were not found on the green passage with purified water. In addition, the average number of creatures per 100 meters counted
14.7 on the green passage with natural water, but the figure on the green passage with purified water counted only 7.0. More than
double the difference was detected between the two.

Considerations
Based on the research results of the two green passages, the difference in the inhabitation situation has been clarified. However,

there were no significant differences detected in users impressions of the scenery and in their behavior. From these results, it can
be inferred that the differences in aquatic habitat on the green passage does not have a significant influence on users impressions
with the scenery or on their behavior. Futures researches on other factors such as vegetation and surrounding environment of a
green passage, including grass and woods, shall further clarify favorability of sceneries and user behaviors.

キーワード: 江戸川区,緑道,評価,印象,利用,生き物
Keywords: Edogawa ward, green passage, appreciation, impression, usage, creature
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